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1

第 当事者の主張

請求原因

＼＇
 

ー
9
f̀；`
` ‘

 

原告は t 東京地方裁判所八王子支部により， 平成1 8年

続開始決定（同庁平成1 8年（フ）第 号事件）を受けた以下の破産会社の

日， 破産手

破産管財人である。

本店所在地
l

笠”

1
H.
 

号

代表取締役

ィ
\[`
”•
9
 

2
 

,；1
.
a

 

東京都●●●市〇．．町● ● ●番地の•

有限会社．．．．．．（以下「破産会社..L」といっ。）

·-·· 
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·
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．
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．
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・
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ヽ

ふ＿

/,_�

゜\-, 破産会社は 1 被告 ＞

の後

Fヽ

＂

 

中
止

t
t

 

.-� 三

に事務所を構う\�' (lユニ ＇

ビジネスサポ ー ト」の屋号で， 加入電話(03-5952-
: •-.-:,,•·'. .. ,·'•'.<<·····,··•"--•• 

03-3989 

被告は ＄ 東京都豊島区

）を使用して，

り金及び金利等の取締りに閑する法律（以下「出資法j

出資の受入れ， 預
ヽ
j‘゚ぅヽしと

た業者である「ユニオン」及び「ビジネスサポ ー ト」
- ·•·--- --、

者が行っていた貸金業上の重要な 一 部を共同して行っていた c

と共同して，

の上限

（刑罰）金利をはるかに超える金利で貸し付ける違法な貸金業を行ってい

又は し 被告は， 前記電話回線を利用させて， 違法な貸金業を行ってい

前記業

「ユニオン」又は「ピジネスサポ ー ト」から， 別紙

1及び別紙2記載のとおり，

欄に記載されている金員を貸付金として，

されている金員の貸渡しを受け（以下「本件各貸金取引jという。），

「返済金額J欄に記載された金員を同欄に対応する「年月日」欄記

載の日にそれぞれ返済した。

本件各貸金取引において被告が破産会社，との問で約束させた約定金利

少なくとも年5 2 0パーセントの金利であり，

法の刑罰金利（年2 9. 

f借入金額j欄に記載されている日に， 前記

実際にはf受取金額」欄に記載

この約定金利は，

そ

出資

2パーセント）をはるかに超えるものであるだけ

にとどまらず， 貸金業の規制等に関する法律（以下「貸金業法」という0)

- 2 -
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4 2条の2に基づき金銭消費貸借契約自体を無効とする約定金利1 0 9. 

5パ ー セントをも超える金利であり， いずれも貸金業法4 2条の2に基づ

•••••••••••
 ,•9
 
••.•

 ,.3-·q●9
 
•••
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!J .! .l―!!

 
••

 • 
,
 !! .
W―-W

き'
�..

 
�．‘、
冬，．．．．．．．．．．．．．．．．．
 59‘,
 
••

 
p

 .•
 
l-l
ニ

き本件各貸金取引は無効な金銭消費貸借契約によるものであるから 破産

会社；が被告に交付した金員はいずれも被告の不当利得となる C

なお， 被告は… 業として貸金業を営む者であり， 営業として出資法の刑

罰金利はもとより貸金業法4 2条の2により金銭消巽貸借契約が無効とな

る金利を取り立てていることを知悉しながら， 原告から金員を受領したの

であるから， 悪意の不当利得 として， 受領した金貝について利得のときか

ら商事法定利率相当の年: (1分の利息を付して支払う義務がある c

(3) (請求原因{ 2)の事実に対して予備的に）

破産会社は l
「ユニ オン」の担当者 c�イJ. 

,. ,•):tと 称し�てし、た。）

及び「ピジネスサポ ー ト」の担当者

又は

はE 称してしヽた<;, )
．

．

．

．

．

 

．

．

 

・

賓

．

．

 

．

．

 

•

*

 
.

.

.

.

 

から勧誘されて， 年利で5 2 0パーセントを超える金利の約定で， 別紙1

及び別紙2記載のとおり., 借入をさせられ， これらの別紙の 「返済金額j

憫記載のとおりの返済（金銭の出捐） を余儀なくされた。 このような貸金

取引は出資法に違反し， 刑事罰すら科される違法な営業特為であって，

法上も不法行為を構成する，

,;:;i 
い9,..’‘‘ 

彗
盤
ヨ
尋fi→1.
\
TlU
員．． ．

．．．
 

被告は， 「a秘書センタ ー TR Ulv1 PS」 又は［秘書センタ ー アスタイ
,｀L9J-

ル］等の名称で， 電話連絡等代行業を少なくとも平成1 5年7月以前から
ダ-� -•r' .

{Jつヽ＼、、た () その間多数の違法な貸付を行う業者が被告と契約してと 被

2̂̂̀
4̂
？ •
ijil-
g ，一
芝
(1,
 

.
Wf11J←
 
11
 =-l
uu-l-＝lu-．

．ヽ ・
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•
•
••

 
,

 
•... •
•

 l
.'
」：‘
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,. ... ..
9,

1
1 ・・3

告が特う電話連絡等代行業を利用して， 違法な貸金業を行っていた g
エ tT'L 

，.... .,. 

ヤ. ;,I• 
, - ....-)' 

t出出、こ\·,-.ら., t ...,.- . ..:.. 
芯人口← 1--l �..., . ヽi.J,' 違法な貸付を行う業者が利用ずる電話番号から弁

護士法に基づく照会精求や民訴法に基づく調整i嘱託によって判明した被害

者の代理人弁護•土から多数の連絡通友:U' 訥求がされていたのであり， 、,．T J
 

9ら、

r
"

て

ほんの 一 郊を取り上げても l 1 3業者 （本件の 「ユニオ乙及び「ビジネ

スサポ ー ト」を含むむ ）に被告が契約している回線電話を和用させていた。

-· 3 -



これらの場合には被害者の代理人として t 弁護士が委任を受け， 被告が

契約していた電話回線の契約名義人と特定していることから， 被告に対し

ても， 違法な貸付を行う業者を名指して， 通知や請求が届いていた s

ようなことからして，
ぐ

---- , 

ート！一 と取引を開始した時点で，

「ビジネスサポ被告は， 破産会社がc�L竺ニオン」，

これらの名称で被告の電話速絡等代行業

を利用している者が，違法な貸付を行う業者であることを知悉していたか'

又は容易に認識し得る状況にあったな

/'\, 被告は k \「ユニオンj及び「ビジネスサポート」

な貸付を行う業者と共閂して

という名称である違法

違法行為に加担していたということができ

るし， そうではなくとも ） その違法な行為の実行を容易にしていた。

従って破産会社が出捐した金員から破産会社が受領した金員を差し引

いた額の損害を賠償する責任がある。
•

•

 

會

．

 

重

亀

・

畜

.

“

 

拿

•

.

.

 A

.

.

.

.

.

9,,
1.，
 
4
,．
f‘ヽ
・

�. 一？

ふつ(,.
} 原告は， 被告に対し， 不当利得返還請求権に基づき，

法行為に基づく損害賠償請求権に基づき J 2 5 5万円及び内1 0 5万円に対

する被告が利得した日の翌日である平成1 7年3月8日から，

2
 

に対する同じく被告が利得した日の翌日である同年6月1 0日からそれぞれ

支払済みまで商事法定利率年6分の割合による遅延損害金の支払を求める (I

請求原因に対する主張

被告は，！「ユニオンl,

い， 被告は， 業として他人に金員を貸し付けたこともない。 被告の生業は電話

連絡等代行業である。

理

1

9-

甲第1 1 9号匠によれけ〗請求原因出の事実が認められる。

諮求原因(2)の事実について， 検討する c

<•
…,．‘
 
，
 

•�·-
，
�

�
＄
 

甲第2, 3 ， ー 8 ， 

「ピジネスサポ ー ト」及び破産会社のいずれも知らな

， 
,,, 

H� '"'"'' 

1 9号証及び弁論の全趣旨によれば，

は， 株式会社ユニオンの¥'{S:.. . . .  

·· ··· · ······ ··•···· 

と称する男及

この

予備的に不

内1 5 0万円

破産会社代表者

と称する男と会った

- 4 -
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こと， 破産会社代表者は ｛ , \、株式会社ビジネスサポート
--. ― --、·- → -- ---

と称する男は，と会ったこと， 印刷してある名刺の l:,,,f-

という部分を抹消して t で
》

．
き書ぷ

一ゴよ

と称する男

と記載して， これを

破産会社—"代表者に渡したこと並びに破産会社は
？

ユニオン又はビジネスサポ

ートに対し， 別紙l及び別紙2記載のとおり，

いる日に，

「｛昔入金額」欄に記載されて

前記欄に記載されている金員を貸付金として 2 実際には「受取金

額」欄に記載されている金員の貸渡しを受け t その後， 「返済金額」欄に記

ゴ．
ん
号I[f

さ滋

2t，目

＇

．

．

 

▲
 

”

 

．

．

 

‘
 

.

.

•

*

 

••

•

 

”
 .
.
.
.

 疇

今

載された金員を同欄に対応する「年月日」欄記載の日にそれぞれ返済したこ

とが認められる も

以上の事実によれば，ユニオン又はピジネスサポ ー トは，破産会社に対し，

出資法の制限利率を超え， 貸金業法4 2条の2により金銭消費貸借が無効と

される限度を超える年5 2 0パーセント以上の利率で金銭を貸し付けたこと

が認められる c

(2) 他方 g 甲第 1 7 ないし 1 9号証によれば， 破産会社は さ 称する男

の指示により， ユニオンからの貸金の返済として i 平成1 7年2月2 2日，

！銀行 ； 支店の
[＝
三「一[[iii
っ

49’.
したこと及硬ピジネスサポ ー トの振込先は

--—. ·-·- --·

名義の苦通預金口座であることが認められ，

，銀行

の普通預金口座に1 5万円送金

これらの口座の名義人

と被告との関連を認めるに足りる証拠はなく ！ 本件各貸金取引ど被告を結び

つけるものは， 後記:3 (1)のとおり， 破産会社代表者 称する男から

受け取った名刺及ひ と称する男から受け取った名刺の電話番号の契

約者が被告であること以外にないことを考慮すると， 本件各貸金取引の貸主

が被告であると認めることは因難であり t 他にこの事実を認めるに足りる証

拠はなし＼ 〇

co
 

請求原因（：りの事実につt, ヽて， 検討する c

し
ー '·
9・

1の
・ヽ
・

ー・ し 甲第2なし ＊、し4号証， 第5号証の1なしヽし. 3 J 第6なし')し1 6 l 1 8, ー

;— - b ·-
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9号証及び弁輪の全趣旨によれば，破産会社代表者が，株式会社ユニオンの

と称する男から受け取った名刺には， 「 03-5952

という電話番号が記載されていること き 破産会社代表者が，株式会社ビジネ

スサポ ー トの Eと 称する男から受け取った名刺には， 「 0 3 - 3 9 8

9 - :;,>f}ir:: :.:}dという電話番号が記載されていること，破産会社代表者は 1

これらの名刺に記載された霞話番号に電話をかけて，これらの業者に連絡し

たこと 倉 本件破産事件についてされた調査嘱託の結果 ？ 「 03-5952-
'.'//

の回線は 3 平成1 6年3月24Sから平成1 8年5月8日まで r

ヽ：...... f・；；：：：：：：：；：· 曹：：：：、：：,,.,:::,:::.;:, 三;,:::〗+•');:『i重：: 言:,,,.. , 
＄：設置場所「東京都豊島

，契約者住所「東京都豊島
., .. .,,·.·, .... , .. . 曹.. , .. , .. , ..... , . .  ,.,. 

同日以後，契約者 f((ir::j 」，設置場所 東京都豊島

，契約者住所「設置場所に同じ」であることが判明したこと，同じく

調庄嘱託の結果，必
·./:/, .H/.'\'·:"::i: ;.:':. ,:: :;·,:,,:::•:::':i 

1 0 3 - 3 9 8 9 -):\::li':%l;.}ij:;i1;:;j;):;:ii:lH: O)回線は：．，平成1 6年1 l
:.,;,-.:::.;'•:,"曹, ... _.,:;:,::,t .. :::•:;,o::: 

月1 0日以後，契約者1i:·,,t•'•r.:::l'3::;,:r:::::.::::::J , 設置場所「東京都豊島
., .. , .. , ...... ,.,,.-.... , .... ·.·... .,,,, .. , . . . ... . . . . ..

，契約者住所「東京都豊島巨
: : ：：； _,:·,• .. :.,::.,:•:•;;:;,,,.,.,;:,•·,;:,:;,•:.:.:•.,,, . .;.,, ... ,·" . . ,., . .  ,.,., ........ , ... ·.,·.-,·,:•.•·· ·•"·''"·'·'"".'·'•"·· 曹.:••.................. ., ...... , .. , .. ,.·.····'·'····"···... ·........ 
.... ,.·...... , .... ,..,., ヽ '" ..... ,,., ...... ............. ,. 

であることが判明したこと，原告は，違法な貸付を行う業者

に関する事件処理を担当した弁護士から，このような貸金業者について，業

者名「ロング 入」 t 電話番号「 o 3 -- 5 9 5 s -···IT:::,:1::i}I'::f::r?/1:i. 電話設
.... ........... , ... . , . .......... . ..... ,.. . ........... .. 

置住所「豊島区 工. 、�;
: ·:、·;'""'''.'•'':::.'... "':.;·:.:,-,;;•::(ii::•i'i·",·•• ::·::•cs,.•, .

. -:;:,::.;•,:•·.. .,,"/':••:·:•/;'; ... ., ... :c::::,;•;:•.:••'°::·"'"."'.'!:•: ".i.':'• ·•-:,;.°'':, ,".''/".: .. ; "'•: •,;: ,:;;:J l 電話契約者1主JJi 「 豊

島区 し ＇ ，業者名「アリ .. J'電話番号• 「0 3 - 5 9 5 

1 - (: < : .::;; ;\j:)1 t 電話設置住所「ロング 、に同じ」，契約者住所「ロ

ング ・に同じ」という連絡を受けたこと 9 「03�..�5955-

の回線ぱ契約者
.. ·.. , ·:•:•:,.: ,,: ,.,.,.·. .  .-:.,:. 曹·. . : . ··... , .. 

2 契約者住所「豊島区 C 」であるこ

と •• ロング は貸金業の登録されておらず，取立に当たり｝親族へ

の取立，骨迫等を行っている業者であること，サン と称する違法な貸

- 6 -



··‘,．
J

 
......

 ，a
999

 
...

 5・ヽ
9‘..

 '、
社 '.‘..、＇．,.LU← ,
t―――L→
m.<.i .: ,;'j
@(>ff―-l=「一 ・[l
!

••••••••
 ̀

·,
t・`
；
：＇ ·

付を行う業者が， 業務に「03-5964 の電話を使用してい

ること t
「 03-5964 の回線は， 平成1 5年9月9日以後，

·•-"'< 
戎i訳1 #­
プが.,.,曰

•
••
 
，
 ...
 

_
,_

,.

設置場所「豊島区

》 契約者住所「設置場所に同じ：であること， 前記ロング

を含め， 計1 0社の違法な貸付を行う業者が， 名義の

回線電話を利用して， 平成1 4年1 1月から平成1 7年6月までの間， 業務

を行っており， これらの電話の設置場所は「豊島

「豊島

「豊島 「幽白
玉．苺ぅ

「豊島区

ー⇒ ふ 7 ·- レ
‘“つふ,..,_ L.' 長

1 、←
·
K

平成1 5年5月2 7日から被告の住所であること t 被告が営んでいる電話連

絡等代行業，「TR Uiv1 PS ー の住所は「東京都豊島
·

. 
.

. · · · · - . 

であること，被告が営んでいる電話連絡等代行業「秘嘗センタ ー アスタイル」

の住所は「東京都豊島区

であること及び被告は， 出資法の制限利率をはるかに超える利率で貸付を行

ったと主張され＇ 不当利オ辱返還請求訴訟を平成1 7年に提起され（当庁同年

）， 被告が貸主であることを認めるに足りる証拠がな

いという理由で棄却半り決を受けていることが認められる亡

これらの事実によれば 前記2 0)のとおり 》 破産会社に対し: 違法な貸付

をしたユニオンもビジネスサポー 、·,! 雨吹牛 ),.-�1' ャ弓江～ ．＂旦ふ 加牛贅
， 

' �0 ! 忘和 .,,. "-• .._ .._, ,, l , ._ ttt po番ゥい， ；込口臣

契約者となっていること， 被告が契約者になっている回線電話を利用して t

ユニオン及びビジネスサボ ー トを含め1 3の業者が違法な貸付を行ってしヽる
., 、. ... .... ·-ヽヽ · ' 

.,.. )  
.� ヽC, これらの電話は， 設置場所が被告の住所又は被告が営んでし ヽ る電話連

絡等代行業の住所であるものがある=と: これらの電話番号は 令 違法な貸付

fヽ
， -
! 

-� 



をしている貸金業者が使用しているものとして 2 弁護士に把握されており 冬

これらの弁護士から被告相手に問合せ等があったと考えられること症びに

現に，被告は自らが違法な貸付を行ったものとして ） 本件以外に訴えを提起

されていることが認められ，これらの事実を総合すると，被告は電話連絡

等代行業で契約している電話回線を利用して�オン及びビジネスサポ ー

＼ 

トが違法な貸付を行っているのを知っていたか，知っていなくても，容易に

知り得たと認められる s

他方 》 被告砂このような違法な貸付を行う業者の制用に対し 』 具体的に

何らかの対策を執ったことを認めるに足りる証拠はない。

以上からすると被告は，破産会社に対し t 不法行為に基づき損害賠償責

任を負担するものと認められる 店

被告の違法行為により，破産会社が被った損害は，破産会社がCユニオン

又は（ピジネスサポー トに支払った金額からユニオン又はビジネスサポ ー トか

ら受領した金員を差し引いた金額であると認められる ◇ 別紙1及び別紙2に

よれば，この金額は ； （・ユニオンについては4 5万円ビジネスサポ ー トにつ

いては90万円であるとそれぞれ認められる。

切 なお，被告は，当庁に送付してきた平成1 9年4月2 6日付の答弁書と題

する書面において，被告の業務の実態を調査すれば，刑罰金利を超える金利

を取って金銭を貸し付ける業務を行う者であることを知りながらということ

はあるはずがないと容易に理解できた筈である不正悪用されることを防止

するために被告がどんな努力工夫をしているかを，少し立ち寄って確認して

もらえばそれはいかに事実を湾曲した主張であるか明白であったはずであ

る，被告には違法な貸付を行う業者と共同しようとする意図も時間もない等

と記載しているが，適式な呼出を受けたにもかかわらず，本件コ頭弁論期E

｛こ1回も出頭せず，被告と違法な貸付を行う業者との関係，前記書而に記載

するところの不正悪用されることを防止する方策等について何ら具体的な事
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実を主張立証しない⇔

従って， 被告の前記書面の記載が 1

;i"し‘
"-... 0 

4 ふ
問

号""
七
g

ャ
r”

以上のとおりであるから， 原告の請求は ，' 被告に対し， 1 3 5万円及び内4

5万円に対する不法行為以後の日である平成1 7年3月8日から r

あるからこれを認容し， その余は失当であるから棄却し 2

，
 

去J 戸号戸-h
、 Wl- 心, 6 l 

•久
;;,;;: t 

前記(1)の認定判断を左右するものでは

6 4条本文を 日 仮執行の宜言

内9 0万円

に対する同じく不伝行為以後の日である同年6月1 0 13からそれぞれ支払済み

まで民法所定の年5分の割合による遅延損害金の支払を求める限度で， 理由が

訴訟費用の負担につ

（原告の勝訴部分に限る l) )

につきl司法2 5 9条1項をそれぞれ適用して， 主文のとおり判決する ·{:

東京地方裁判所民事第2 4部

4

し

、“
ヽ
入‘

吐
ブ
9 判 官 が召

甘む
知
口

- •L
J
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ユニオン こと

2�i;;;;;;1 .• 750,0001. 600.000
1. ::ロ

合計 I 750.000(. soo,0001 1.050.oooJ .._ 450.000 
-
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ビジネスサポート

750,000 600,000 

2005/3/31 150,000 

2005/4/15 
. ""'"" '""" . ' 

2005/4/27 

150,000 

150 、000

2005/5/12 150,000 

2005/5/27 150.000 

2005/6/9 750,000 
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